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第
一
章
　
序
論
第
一
節
　
問
題
の
所
在
一
　
代
理
権
濫
用
行
為
の
原
則
的
有
効
性
　
代
理
人
が
、
客
観
的
に
は
代
理
権
の
範
囲
内
に
お
い
て
代
理
行
為
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
本
人
の
経
済
的
利
益
で
は
な
く
、
自
己
あ
る
い
は
本
人
以
外
の
第
三
者
の
利
益
を
図
る
背
任
的
意
図
を
内
心
に
蔵
し
て
い
た
場
合
、
そ
の
代
理
行
為
の
効
力
を
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
民
法
は
明
文
の
規
定
を
設
け
て
お
ら
ず
、
問
題
の
解
決
は
判
例
お
よ
び
学
説
の
展
開
す
る
代
理
権
濫
用
法
理
に
委
ね
ら
れ
て
い
る  
 
。
　
日
本
法
に
お
け
る
判
例
、
支
配
的
学
説
は
、
代
理
権
濫
用
の
も
と
で
行
わ
れ
た
代
理
行
為
を
原
則
的
に
有
効
な
代
理
行
為
と
認
め
、
当
該
代
理
行
為
に
基
づ
く
法
的
責
任
を
本
人
に
負
わ
せ
て
い
る  
 
。
そ
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
ま
ず
、（
ⅰ
）
民
法
九
九
条
に
い
う
「
本
人
の
た
め
に
す
る
」
と
は
、
本
人
に
経
済
的
利
益
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
当
該
代
理
行
為
に
基
づ
く
権
利
義
務
を
直
接
本
人
へ
と
帰
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
背
任
的
意
図
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
代
理
人
が
代
理
意
思
を
も
ち
、
こ
れ
を
相
手
方
に
表
示
し
た
こ
と
は
否
定
さ
れ
な
い  
 
。
ま
た
、（
ⅱ
）
代
理
権
の
範
囲
は
相
手
方
の
取
引
安
全
を
考
慮
し
て
客
観
的
、
抽
象
的
基
準
に
基
づ
き
画
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
代
理
権
濫
用
行
為
も
代
理
権
の
範
囲
内
の
行
為
と
認
め
ら
れ
る  
 
。
こ
の
よ
う
に
、
代
理
権
濫
用
行
為
も
代
理
人
が
そ
の
権
限
の
範
囲
内
に
お
い
て
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
し
て
行
っ
た
代
理
行
為
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
民
法
九
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
そ
の
効
果
が
本
人
に
帰
属
す
る
。
（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）
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二
　
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
説
（
判
例
通
説
）
　
他
方
で
、
代
理
行
為
の
相
手
方
が
代
理
人
に
よ
る
権
限
濫
用
の
事
実
に
つ
い
て
悪
意
ま
た
は
善
意
有
（
重
）
過
失
で
あ
る
場
合
に
は
、
代
理
行
為
の
効
果
を
否
定
し
て
本
人
を
保
護
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
判
例
学
説
の
見
解
は
合
致
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
例
外
的
な
本
人
保
護
を
図
る
た
め
の
法
律
構
成
や
要
件
に
つ
い
て
見
解
の
相
違
が
み
ら
れ
る
。
　
こ
の
点
に
つ
き
、
現
在
の
判
例
お
よ
び
民
法
学
上
の
通
説
は
い
わ
ゆ
る
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
説
を
と
っ
て
い
る  
 
。
こ
れ
は
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
効
な
代
理
行
為
と
認
め
る
が
、
一
定
の
要
件
（
相
手
方
の
悪
意
ま
た
は
善
意
有
過
失
）
が
充
足
さ
れ
る
場
合
に
、
代
理
人
が
権
限
を
濫
用
し
て
行
っ
た
意
思
表
示
を
民
法
九
三
条
但
書
の
類
推
適
用
に
よ
り
無
効
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
す
で
に
明
治
年
間
に
お
け
る
下
級
審
裁
判
例  
 
に
そ
の
萌
芽
が
み
ら
れ
、
昭
和
初
期
に
大
審
院
が
判
例
法
理  
 
と
し
て
確
立
し
て
以
後
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
そ
の
地
位
を
堅
持
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
主
に
商
法
学
者
か
ら
次
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。
　
第
一
に
、
代
理
権
濫
用
の
場
合
も
、
代
理
人
は
法
律
効
果
を
直
接
本
人
に
帰
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
思
を
有
し
て
お
り
、
表
示
に
対
応
す
る
内
心
的
効
果
意
思
は
存
在
す
る
の
で
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
民
法
九
三
条
の
定
め
る
心
裡
留
保
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
批
判
で
あ
る  
 
。
た
だ
し
、
こ
の
批
判
に
対
し
て
通
説
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
す
な
わ
ち
、（
ⅰ
）
代
理
権
濫
用
を
心
裡
留
保
と
同
一
視
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
相
手
方
が
知
り
ま
た
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
（
悪
意
ま
た
は
善
意
有
過
失
の
場
合
）
に
は
法
律
行
為
は
無
効
で
あ
る
」
と
の
一
般
法
理
を
民
法
九
三
条
但
書
の
な
か
に
擬
律
な
い
し
仮
託
し
た
に
す
ぎ
な
い  
 
。
あ
る
い
は
、
（
ⅱ
）
代
理
権
濫
用
の
場
合
、
代
理
人
は
自
己
ま
た
は
本
人
以
外
の
第
三
者
の
利
益
を
図
る
こ
と
を
意
図
し
な
が
ら
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
表
示
し
て
代
理
行
為
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
点
に
心
裡
留
保
に
類
似
し
た
状
況
を
み
る
こ
と
が
で
き
る  
 
、
な
ど
で
あ
る
。
　
第
二
に
、
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
説
が
主
張
す
る
要
件
に
対
す
る
批
判
で
あ
る
。
同
説
に
よ
る
と
、
代
理
権
濫
用
行
為
の
有
効
（
５
）
（
６
）
（
７
）
（
８
）
（
９
）
（
　
）
１０
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性
を
本
人
に
主
張
す
る
た
め
に
、
相
手
方
は
代
理
権
濫
用
の
事
実
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
無
過
失
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、
相
手
方
は
代
理
行
為
に
際
し
て
、
背
任
的
意
図
の
有
無
と
い
う
代
理
人
の
主
観
的
領
域
に
及
ぶ
調
査
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
代
理
行
為
の
相
手
方
に
こ
の
よ
う
な
高
度
か
つ
困
難
な
調
査
を
要
求
す
る
と
代
理
取
引
の
安
全
性
、
円
滑
性
が
害
さ
れ
る  
 
。
三
　
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
　
以
上
の
よ
う
な
批
判
を
基
礎
に
、
学
説
で
は
、
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
説
に
代
わ
る
法
律
構
成
と
し
て
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る  
 
。
こ
れ
は
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
効
と
認
め
る
が
、
一
定
の
要
件
（
相
手
方
の
悪
意
ま
た
は
善
意
重
過
失
と
す
る
見
解
が
多
い
）
が
充
足
さ
れ
る
場
合
に
、
当
該
代
理
行
為
に
基
づ
く
履
行
請
求
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
（
民
法
一
条
二
項
、
三
項
）
と
し
て
否
定
す
る
も
の
で
あ
る  
 
。
　
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
は
、
昭
和
の
は
じ
め
、
竹
田
省
博
士
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ  
 
、
戦
前
は
商
法
学
者
を
中
心
に
支
持
を
得
た
が  
 
、
戦
後
、
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
二
〇
日
に
お
い
て
大
隅
健
一
郎
裁
判
官
が
こ
の
説
に
依
拠
し
た
意
見
を
表
明
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
層
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
る
。
大
隅
裁
判
官
は
、
た
と
え
契
約
の
相
手
方
が
権
限
濫
用
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
当
該
代
理
行
為
が
代
理
人
の
権
限
内
の
行
為
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
が
、
そ
の
場
合
に
、
悪
意
の
相
手
方
が
契
約
上
の
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
法
の
保
護
の
目
的
を
超
脱
し
た
権
利
濫
用
な
い
し
信
義
則
違
反
の
行
為
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
す
る  
 
。
そ
し
て
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
を
支
持
す
る
理
由
と
し
て
次
の
点
を
挙
げ
る
。
　
第
一
に
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
心
裡
留
保
と
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
仮
に
代
理
権
濫
用
行
為
が
心
裡
留
保
に
あ
た
る
と
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、「
相
手
方
が
権
限
濫
用
の
意
図
を
知
り
、
ま
た
は
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
は
、
そ
の
代
理
行
為
は
無
効
で
あ
る
」
と
の
一
般
理
論
を
同
規
定
に
仮
託
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
結
局
一
般
理
論
に
根
拠
を
求
め
る
の
な
ら
ば
、
権
利
濫
用
法
理
や
信
義
則
（
　
）
１１
（
　
）
１２
（
　
）
１３
（
　
）
１４
（
　
）
１５
（
　
）
１６
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を
根
拠
に
す
る
方
が
適
当
で
あ
る  
 
。
　
第
二
に
、
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
説
に
よ
れ
ば
、
相
手
方
が
代
理
権
濫
用
の
事
実
を
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
い
場
合
に
も
、
代
理
行
為
は
無
効
と
な
る
の
に
対
し
て
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
に
よ
る
と
、
こ
の
場
合
、
代
理
行
為
の
有
効
性
は
維
持
さ
れ
る
。
代
理
権
濫
用
が
問
題
と
な
る
の
は
、
実
際
上
多
く
は
法
人
の
代
表
者
や
商
業
使
用
人
に
つ
い
て
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
の
見
解
の
方
が
よ
り
取
引
の
安
全
に
資
す
る  
 
。
　
さ
ら
に
、
現
在
で
は
民
法
学
者
の
な
か
に
も
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
を
支
持
す
る
論
者
が
少
な
く
な
い  
 
。
端
的
に
「
相
手
方
の
悪
意
」
を
要
件
に
し
て
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
を
認
め
る
商
法
学
説
に
対
し
、
民
法
学
説
は
、
そ
の
主
張
す
る
要
件
が
多
様
で
あ
る
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
　
ま
ず
、
相
手
方
に
重
過
失
が
あ
る
場
合
の
扱
い
に
つ
い
て
で
あ
る
。
戦
前
の
権
利
濫
用
説
は
、
代
理
権
濫
用
の
事
実
に
つ
い
て
相
手
方
が
「
悪
意
」
の
場
合
に
そ
の
請
求
が
権
利
濫
用
に
な
る
と
す
る
だ
け
で
、
相
手
方
が
「
善
意
重
過
失
」
の
場
合
に
な
お
そ
の
請
求
が
許
容
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
か
っ
た  
 
。
こ
れ
に
対
し
て
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
を
と
る
戦
後
の
民
法
学
者
は
、
相
手
方
が
「
悪
意
」
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、「
善
意
重
過
失
」
の
場
合
に
も
、
そ
の
履
行
請
求
は
許
さ
れ
な
い
と
明
示
す
る  
 
。
　
次
に
、
代
理
権
の
種
類
や
本
人
と
代
理
人
と
の
間
の
関
係
に
応
じ
た
類
型
的
判
断
の
必
要
性
で
あ
る
。
た
と
え
ば
民
法
学
説
で
は
、
濫
用
さ
れ
た
の
が
商
法
上
の
代
理
権
か
民
法
上
の
代
理
権
か
で
区
別
し
、
前
者
の
場
合
に
は
相
手
方
の
悪
意
を
要
求
す
る
が
、
後
者
の
場
合
に
は
相
手
方
の
軽
過
失
で
足
り
、
重
過
失
も
必
要
で
は
な
い
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
民
商
法
の
規
定
で
は
、
商
法
上
の
表
見
代
理
の
消
極
的
要
件
は
悪
意
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
民
法
上
の
表
見
代
理
に
つ
い
て
は
（
軽
）
過
失
で
足
り
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
均
衡
を
考
え
て
の
主
張
で
あ
る  
 
。
　
ま
た
、
濫
用
さ
れ
た
の
が
任
意
代
理
権
か
法
定
代
理
権
か
の
違
い
に
着
目
し
、
前
者
の
場
合
に
は
相
手
方
の
悪
意
ま
た
は
重
過
失
を
（
　
）
１７
（
　
）
１８
（
　
）
１９
（
　
）
２０
（
　
）
２１
（
　
）
２２
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要
求
す
る
が
、
後
者
の
場
合
に
は
相
手
方
の
軽
過
失
で
足
り
る
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
法
定
代
理
の
場
合
は
本
人
が
代
理
人
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
、
ま
た
、
本
人
保
護
の
必
要
性
も
高
い
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る  
 
。
　
さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
相
手
方
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
を
認
め
る
た
め
の
要
素
と
し
て
、
相
手
方
側
の
事
情
の
み
な
ら
ず
、
本
人
・
代
理
人
側
の
事
情
、
と
く
に
相
手
方
の
背
任
的
意
図
の
存
在
を
挙
げ
る
見
解
も
あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
代
理
人
の
背
任
的
意
図
の
存
在
は
相
手
方
の
主
張
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
す
る
た
め
の
一
要
素
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
代
理
人
に
背
任
的
意
図
が
な
く
て
も
、
相
手
方
の
主
張
が
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
に
な
る
こ
と
も
あ
り
う
る
と
す
る  
 
。
　
こ
の
よ
う
に
、
現
在
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
の
間
で
は
、
相
手
方
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
を
認
め
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
要
件
に
つ
い
て
帰
一
を
み
な
い
状
況
に
あ
る
。
四
　
各
説
の
問
題
点
　
以
上
の
よ
う
に
、
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
力
か
ら
本
人
を
例
外
的
に
保
護
す
る
た
め
の
法
律
構
成
に
つ
い
て
は
、
学
説
上
、
主
に
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
説
と
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
が
対
立
し
て
い
る  
 
。
　
民
法
九
三
条
但
書
を
根
拠
に
す
る
見
解
は
、「
本
人
の
た
め
に
す
る
」
意
思
（
民
法
九
九
条
）
は
本
人
の
経
済
的
利
益
を
確
保
す
る
意
図
を
要
素
と
し
、
代
理
人
が
背
任
的
意
図
を
有
す
る
場
合
、
も
は
や
そ
の
意
思
は
存
在
せ
ず
、
内
心
に
お
け
る
代
理
意
思
の
欠
缺
が
生
じ
る
と
い
う
理
解
を
前
提
と
す
る  
 
。
し
か
し
、「
本
人
の
た
め
に
す
る
」
意
思
が
、
当
該
行
為
の
法
律
効
果
を
本
人
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
法
的
、
形
式
的
な
意
思
を
意
味
す
る
こ
と
は
学
説
で
は
古
く
か
ら
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
心
裡
留
保
本
来
の
事
案
と
代
理
権
濫
用
と
で
は
問
題
状
況
が
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
民
法
九
三
条
但
書
の
類
推
適
用
が
可
能
か
ど
う
か
も
疑
わ
し
い  
 
。
　
こ
れ
に
対
し
て
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
は
も
と
も
と
民
法
が
規
律
し
て
い
な
い
問
題
状
況
を
一
般
条
項
に
依
拠
し
て
解
決
す
る
も
（
　
）
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（
　
）
２４
（
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（
　
）
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（
　
）
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の
で
あ
る
か
ら
、
問
題
状
況
が
異
な
る
な
ど
と
い
っ
た
理
論
上
の
難
点
は
生
じ
な
い  
 
。
確
か
に
、
安
易
に
一
般
条
項
に
依
拠
す
る
の
は
妥
当
で
な
い
と
の
批
判
は
あ
る
が  
 
、
民
法
自
体
が
代
理
権
濫
用
の
問
題
を
明
文
で
規
律
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
解
決
を
一
般
条
項
に
求
め
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
安
易
だ
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う  
 
。
　
こ
の
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
代
理
権
濫
用
の
問
題
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
を
欠
く
現
状  
 
で
は
、
こ
れ
を
解
決
す
る
法
的
根
拠
を
権
利
濫
用
法
理
・
信
義
則
に
求
め
る
方
が
妥
当
で
あ
る
と
い
え
よ
う  
 
。
も
っ
と
も
、
権
利
濫
用
法
理
・
信
義
則
は
一
般
法
理
で
あ
る
か
ら
、
本
人
保
護
を
認
め
る
た
め
の
判
断
基
準
は
条
文
（
民
法
一
条
二
項
、
三
項
）
か
ら
は
直
ち
に
明
ら
か
と
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
相
手
方
側
の
事
情
（
悪
意
、
過
失
な
ど
）
と
し
て
何
を
要
求
す
る
か
、
法
定
代
理
と
任
意
代
理
の
場
合
と
で
差
異
を
設
け
る
べ
き
か
、
な
ど
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
相
手
方
の
事
情
の
み
な
ら
ず
、
本
人
・
代
理
人
側
の
事
情
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
も
問
題
と
な
る
。
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
を
支
持
す
る
論
者
の
間
で
も
、
こ
の
よ
う
な
判
断
基
準
に
つ
い
て
の
考
え
が
一
致
し
て
い
る
と
は
い
い
難
い
（
先
述
（
三
）
を
参
照
）。
そ
も
そ
も
、
相
手
方
の
請
求
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
判
断
す
る
基
準
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
相
手
方
の
請
求
が
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
な
る
実
質
的
な
根
拠
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
相
手
方
の
ど
の
よ
う
な
態
度
が
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
み
な
さ
れ
る
の
か
と
い
っ
た
実
質
的
根
拠
を
ま
ず
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
従
来
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
明
示
的
に
論
じ
て
い
な
い
。
第
二
節
　
本
稿
の
課
題
　
先
述
（
第
一
節
四
）
の
よ
う
に
、
代
理
権
濫
用
の
問
題
に
関
し
て
は
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
を
支
持
す
る
こ
と
が
法
理
論
的
観
点
か
ら
は
難
点
が
少
な
く
、
妥
当
で
あ
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
を
と
る
と
、
相
手
方
の
履
行
請
求
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
し
て
否
定
す
る
実
質
的
根
拠
や
判
断
基
準
が
不
明
確
と
な
る
。
一
般
法
理
で
あ
る
権
利
濫
用
法
理
・
信
義
則
（
民
法
一
条
二
項
、
三
（
　
）
２８
（
　
）
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（
　
）
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項
）
を
代
理
権
濫
用
の
問
題
を
解
決
す
る
法
的
根
拠
と
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
点
を
克
服
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
以
下
に
お
い
て
、
代
理
権
濫
用
行
為
に
基
づ
く
相
手
方
の
請
求
を
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
す
る
実
質
的
根
拠
お
よ
び
そ
の
判
断
基
準
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
そ
の
際
に
本
稿
が
比
較
考
察
の
対
象
と
し
て
注
目
す
る
の
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
法
理
お
よ
び
こ
れ
を
支
持
す
る
通
説
で
あ
る
。
代
理
権
濫
用
の
問
題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
通
説
は
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
効
な
代
理
行
為
と
し
つ
つ
、
相
手
方
が
悪
意
の
場
合
に
本
人
に
悪
意
の
抗
弁
を
与
え
た
り
、
相
手
方
の
請
求
を
信
義
則
に
よ
っ
て
否
定
し
た
り
す
る
こ
と
で
例
外
的
に
本
人
を
保
護
す
る
。
こ
れ
は
、
日
本
法
に
お
け
る
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
と
同
じ
く
、
一
般
法
理
（
一
般
条
項
）
を
根
拠
に
代
理
権
濫
用
の
問
題
を
解
決
す
る
立
場
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
の
こ
の
見
解
は
、
日
本
の
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
と
は
異
な
り
、
判
例
法
理
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
も
古
い
。
そ
の
た
め
、
代
理
権
濫
用
行
為
に
基
づ
く
相
手
方
の
請
求
を
一
般
法
理
に
よ
り
否
定
す
る
際
の
実
質
的
根
拠
お
よ
び
判
断
基
準
が
、
長
年
に
わ
た
る
判
例
法
理
の
展
開
や
学
説
上
の
議
論
を
通
じ
て
確
立
さ
れ
て
い
る  
 
。
　
な
お
、
代
理
人
に
よ
る
権
限
の
濫
用
は
任
意
代
理
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
法
定
代
理
の
場
合
に
も
発
生
す
る
が
、
本
稿
で
は
筆
者
の
現
在
の
研
究
進
度
お
よ
び
紙
幅
の
都
合
か
ら
、
も
っ
ぱ
ら
任
意
代
理
権
濫
用
の
問
題
の
み
を
念
頭
に
お
い
て
考
察
を
進
め
る
。
第
二
章
　
ド
イ
ツ
に
お
け
る
代
理
権
濫
用
法
理
　
本
章
で
は
、
代
理
権
濫
用
の
問
題
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
法
の
議
論
、
と
り
わ
け
悪
意
の
抗
弁
や
信
義
則
を
根
拠
に
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
果
か
ら
本
人
を
保
護
す
る
判
例
法
理
お
よ
び
通
説
を
概
観
す
る
。
本
稿
の
課
題
は
、
権
利
濫
用
法
理
・
信
義
則
に
依
拠
し
て
代
理
権
濫
用
行
為
か
ら
本
人
を
保
護
す
る
場
合
に
生
じ
る
実
質
的
根
拠
や
判
断
基
準
の
不
明
確
さ
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本
章
で
も
、
ド
イ
ツ
の
判
例
通
説
が
相
手
方
の
履
行
請
求
を
ど
の
よ
う
な
実
質
的
根
拠
に
基
づ
き
、
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
権
利
濫
（
　
）
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用
・
信
義
則
違
反
と
判
断
し
て
い
る
か
に
紹
介
の
重
点
を
置
く
。
第
一
節
　
代
理
人
の
内
部
的
義
務
と
代
理
権
濫
用
法
理
一
　
日
独
間
に
お
け
る
問
題
状
況
の
相
違
　
ド
イ
ツ
の
判
例
通
説
は
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
効
な
代
理
行
為
（
有
権
代
理
行
為
）
と
認
め
、
相
手
方
が
代
理
権
濫
用
の
事
実
に
つ
い
て
悪
意
ま
た
は
善
意
有
過
失
の
場
合
に
、
当
該
代
理
行
為
の
効
力
か
ら
本
人
を
例
外
的
に
保
護
す
る
。
こ
の
基
本
的
発
想
に
お
い
て
、
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
と
で
大
き
な
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
無
視
で
き
な
い
相
違
点
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
じ
く
「
代
理
権
濫
用
」
と
い
う
表
題
の
も
と
で
論
じ
ら
れ
て
い
て
も
、
日
本
法
と
ド
イ
ツ
法
で
は
対
象
と
さ
れ
る
問
題
状
況
に
差
異
が
あ
る
。
日
本
法
に
お
い
て
は
、
代
理
人
に
よ
る
背
任
的
行
為
が
代
理
権
濫
用
行
為
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
法
で
は
、
代
理
人
が
形
式
的
に
は
代
理
権
の
範
囲
内
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
本
人
と
の
内
部
関
係
（
代
理
権
発
生
の
基
礎
と
な
っ
た
委
任
契
約
な
ど
の
内
部
契
約
）
上
の
義
務
に
違
反
し
て
行
為
す
る
こ
と
が
代
理
権
濫
用
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
（
ⅰ
）
代
理
人
が
忠
実
義
務
に
違
反
し
て
背
任
的
行
為
を
行
う
場
合
、（
ⅱ
）
代
理
人
が
委
任
関
係
に
お
い
て
本
人
か
ら
特
別
に
与
え
ら
れ
た
指
示
に
違
反
し
て
行
為
し
た
場
合  
 
、
さ
ら
に
（
ⅲ
）
代
理
人
に
本
人
を
害
す
る
背
任
的
意
図
が
な
く
て
も
、
過
失
に
よ
り
注
意
義
務
に
違
反
し
た
結
果
と
し
て
本
人
の
不
利
益
に
帰
す
る
代
理
行
為
を
行
っ
た
場
合  
 
な
ど
、
日
本
法
よ
り
も
広
範
な
状
況
が
代
理
権
濫
用
の
問
題
と
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
ド
イ
ツ
法
の
議
論
の
う
ち
、
日
本
法
の
代
理
権
濫
用
に
相
当
す
る
（
ⅰ
）
の
事
案
を
念
頭
に
お
い
た
理
論
の
み
を
検
討
の
対
象
と
す
る
。
（
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二
　
代
理
権
濫
用
法
理
と
代
理
権
の
無
因
性
　
ド
イ
ツ
民
法
典
（
以
下
で
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
表
記
す
る
）
は
代
理
権
濫
用
に
関
し
て
明
文
の
規
定
を
欠
く  
 
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
法
の
判
例
学
説
は
代
理
権
の
無
因
性
原
則
（A
bstraktionsprinzip
 
   
         
  
）
を
根
拠
に
し
て
代
理
権
濫
用
行
為
の
原
則
的
な
有
効
性
を
肯
定
す
る
。
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
説
明
に
よ
る
。
す
な
わ
ち
、
任
意
代
理
権
は
本
人
に
よ
る
一
方
的
な
意
思
表
示
、
つ
ま
り
授
権
行
為
に
よ
っ
て
発
生
す
る  
 
。
本
人
が
こ
の
授
権
行
為
を
す
る
背
景
に
は
、
た
と
え
ば
委
任
、
請
負
、
雇
用
契
約
な
ど
の
よ
う
に
、
本
人
と
代
理
人
と
の
間
の
内
部
的
法
律
関
係
が
存
在
す
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
し
か
し
、
授
権
行
為
は
こ
の
よ
う
な
内
部
的
法
律
関
係
か
ら
法
的
に
分
離
独
立
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
授
権
行
為
に
よ
っ
て
発
生
し
た
任
意
代
理
権
の
範
囲
を
画
定
す
る
に
あ
た
っ
て
も
、
基
準
と
な
る
の
は
授
権
行
為
の
内
容
の
み
で
あ
り
、
委
任
な
ど
の
内
部
関
係
に
基
づ
い
て
代
理
人
が
負
担
す
る
義
務
の
内
容
は
代
理
権
の
範
囲
を
画
定
す
る
に
際
し
て
斟
酌
さ
れ
な
い
。
そ
の
た
め
、
代
理
権
の
範
囲
は
忠
実
義
務
な
ど
の
よ
う
な
内
部
関
係
上
の
義
務
に
よ
っ
て
は
制
限
さ
れ
な
い
。
代
理
権
濫
用
行
為
、
と
く
に
代
理
人
が
本
人
へ
の
忠
実
義
務
に
違
反
し
て
行
う
背
任
的
行
為
は
、
本
人
と
代
理
人
と
の
間
の
内
部
関
係
上
は
代
理
人
に
よ
る
義
務
違
反
行
為
と
し
て
許
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
部
義
務
違
反
を
構
成
す
る
代
理
権
濫
用
行
為
も
、
代
理
権
の
無
因
性
に
基
づ
き
、
少
な
く
と
も
授
権
行
為
を
基
準
に
画
定
さ
れ
る
代
理
権
の
範
囲
内
に
あ
る
以
上
は
有
権
代
理
行
為
と
し
て
承
認
さ
れ
る
。
　
ま
た
、
代
理
権
の
範
囲
が
法
律
に
よ
り
定
め
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
範
囲
は
当
該
法
律
規
定
の
解
釈
に
よ
っ
て
画
定
さ
れ
る
。
無
因
性
原
則
に
よ
れ
ば
、
こ
の
場
合
に
も
当
該
法
律
上
の
文
言
を
客
観
的
形
式
的
視
点
か
ら
解
釈
し
て
代
理
権
の
範
囲
を
画
定
す
る
。
本
人
と
代
理
人
と
の
間
の
内
部
関
係
上
の
義
務
は
考
慮
要
素
と
さ
れ
な
い  
 
。
（
　
）
３６
（
　
）
３７
（
　
）
３８
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 206）492〔２０１１．７〕
第
二
節
　「
悪
意
の
抗
弁
」
構
成
に
よ
る
本
人
保
護
　
こ
の
よ
う
に
、
代
理
人
が
そ
の
内
部
義
務
に
違
反
し
て
行
っ
た
代
理
権
濫
用
行
為
は
、
代
理
権
の
無
因
性
を
根
拠
と
し
て
原
則
的
に
有
効
な
代
理
行
為
（
有
権
代
理
行
為
）
と
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
右
の
原
則
を
貫
徹
す
る
と
、
本
人
は
代
理
人
に
よ
る
権
限
濫
用
の
危
険
を
常
に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
と
り
わ
け
相
手
方
が
代
理
権
濫
用
の
事
実
を
認
識
し
て
い
る
場
合
、
さ
ら
に
、
相
手
方
が
代
理
人
と
共
謀
し
て
本
人
の
不
利
益
と
な
る
取
引
を
行
う
場
合
、
本
人
に
と
っ
て
あ
ま
り
に
不
公
平
な
結
果
を
招
く
。
そ
こ
で
、
判
例
は
本
人
を
保
護
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
一
定
の
場
合
に
、
当
該
代
理
行
為
の
効
力
か
ら
本
人
を
例
外
的
に
解
放
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
そ
の
法
律
構
成
と
し
て
判
例
は
当
初
、
代
理
権
濫
用
行
為
に
基
づ
く
相
手
方
の
請
求
に
対
し
て
本
人
の
抗
弁
を
認
め
る
と
の
構
成
を
採
用
し
て
い
た
。
判
例
は
本
人
に
認
め
る
抗
弁
を
悪
意
の
抗
弁
（E
inrede
der
A
rglist
 
 
          
     
　
ま
た
はexceptio
doli
 
          
）
と
表
現
し
た
り
、
許
さ
れ
ざ
る
権
利
行
使
の
抗
弁
（E
inrede
der
unerlaubten
Rechtsausübu
 
 
              
   
       
      ng   
）　
と
表
現
し
た
り
し
て
い
た
が
、
両
者
の
概
念
を
厳
密
に
区
別
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
　
判
例
通
説
の
確
立
１
　
帝
国
裁
判
所
の
判
例
　
悪
意
の
抗
弁
（
許
さ
れ
ざ
る
権
利
行
使
の
抗
弁
）
に
よ
っ
て
本
人
を
保
護
す
る
法
律
構
成
は
、
帝
国
裁
判
所
の
判
例
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
帝
国
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
い
て
本
人
に
抗
弁
を
認
め
て
い
る
か
、
お
よ
び
本
人
に
抗
弁
を
認
め
る
判
断
基
準
を
何
に
求
め
て
い
る
か
に
着
目
し
な
が
ら
、
判
例
法
理
確
立
ま
で
の
経
過
を
概
観
す
る
（
な
お
、
判
旨
中
の
番
号
は
筆
者
が
便
宜
上
ふ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
原
文
に
は
存
在
し
な
い
）。
代理権濫用における本人保護の法的構造（一）
（阪大法学）６１（２ - 207）493〔２０１１．７〕
【
１
】
帝
国
裁
判
所
一
八
八
二
年
九
月
一
六
日
判
決  
 
［
事
案
］
　
事
案
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
（
一
八
六
一
年
）
に
定
め
ら
れ
た
不
可
制
限
的
代
理
権  
 
を
有
す
る
者
に
よ
る
代
理
権
濫
用
の
事
案
で
あ
る
。
［
判
旨
］　
結
論
不
明
。
　
不
可
制
限
的
代
理
権
が
濫
用
さ
れ
た
事
実
を
第
三
者
が
単
に
認
識
し
て
い
た
だ
け
で
は
、
当
該
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
力
を
第
三
者
と
の
関
係
で
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、「
代
理
権
限
が
代
理
人
に
よ
っ
て
濫
用
さ
れ
、
か
つ
第
三
者
が
代
理
人
の
悪
意
に
加
担
し
、
意
図
的
に
会
社
も
し
く
は
本
人
の
不
利
益
と
な
る
よ
う
代
理
人
と
共
謀
し
た
結
果
、
一
般
法
原
則
に
従
い
第
三
者
に
対
す
る
悪
意
の
抗
弁
（exceptio
doli
           
）
が
本
人
に
与
え
ら
れ
る
場
合
に
限
り
、
本
人
も
し
く
は
会
社
の
名
に
お
い
て
行
わ
れ
た
法
律
行
為
が
第
三
者
と
の
関
係
で
本
人
を
拘
束
し
な
い
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」。
［
検
討
］
　
本
判
決
は
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
効
な
代
理
行
為
と
認
め
た
う
え
で
、
一
定
の
場
合
に
本
人
が
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
力
か
ら
例
外
的
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
を
承
認
し
た
。
し
か
し
、
本
人
保
護
を
認
め
る
た
め
に
、
第
三
者
が
代
理
人
と
共
謀
し
て
意
図
的
に
本
人
を
害
し
た
と
い
う
厳
格
な
要
件
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
本
人
保
護
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、
代
理
行
為
自
体
は
有
権
代
理
の
ま
ま
で
あ
り
、
本
人
は
相
手
方
の
請
求
を
悪
意
の
抗
弁
に
よ
り
拒
絶
で
き
る
だ
け
で
あ
る
。
【
２
】
帝
国
裁
判
所
一
九
〇
四
年
六
月
三
〇
日
判
決  
 
［
事
案
］
（
　
）
３９
（
　
）
４０
（
　
）
４１
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 208）494〔２０１１．７〕
　
Ｂ
合
名
会
社
の
社
員
Ａ
は
そ
の
代
理
権
を
濫
用
し
、
自
分
が
負
担
す
る
貸
付
債
務
の
た
め
に
Ｂ
を
保
証
人
と
す
る
保
証
契
約
を
債
権
者
Ｘ
（
原
告
）
と
締
結
し
た
。
そ
の
際
、
Ｘ
は
Ａ
に
よ
る
代
理
権
濫
用
の
事
実
お
よ
び
こ
れ
に
よ
り
会
社
の
財
産
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
。
Ｘ
は
当
該
保
証
契
約
に
基
づ
き
Ｂ
の
無
限
責
任
社
員
Ｙ
（
被
告
）
に
支
払
請
求
し
た
が
、
原
審
は
悪
意
の
抗
弁
を
根
拠
に
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
が
上
告
し
た
。
［
判
旨
］　
上
告
棄
却
。
　
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
悪
意
の
抗
弁
を
認
め
る
明
文
の
規
定
を
欠
く
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
抗
弁
は
「
本
件
事
案
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
二
四
九
条  
 
と
結
び
つ
く
形
で
八
二
六
条  
 
に
基
づ
き
認
め
ら
れ
る
。
Ｘ
は
Ａ
の
背
任
に
加
担
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
（
Ｘ
─
筆
者
注
）
に
対
し
て
三
〇
〇
〇
Ｍ
の
保
証
責
任
を
負
う
と
の
損
害
を
、
良
俗
に
反
す
る
方
法
で
故
意
に
Ｙ
に
与
え
た
。
そ
の
た
め
、
八
二
六
条
に
基
づ
き
、
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
て
、
と
く
に
二
四
九
条
に
よ
り
請
求
権
を
行
使
し
な
い
こ
と
を
通
じ
て
、
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
［
検
討
］
　
本
判
決
は
、
相
手
方
が
代
理
人
の
背
任
行
為
に
加
担
し
て
本
人
に
損
害
を
与
え
た
と
い
う
事
案
に
お
い
て
、
本
人
が
当
該
代
理
行
為
に
基
づ
く
相
手
方
の
履
行
請
求
を
拒
絶
す
る
こ
と
を
認
め
た
。
た
だ
し
、
相
手
方
が
当
該
保
証
契
約
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
本
人
に
対
し
て
負
う
べ
き
損
害
賠
償
義
務
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
）
は
原
状
回
復
を
内
容
と
し
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
九
条
）、
そ
の
「
原
状
回
復
」
は
、
当
該
保
証
契
約
に
基
づ
く
履
行
請
求
を
し
な
い
こ
と
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
と
の
説
明
に
よ
り
、
本
人
の
抗
弁
を
根
拠
づ
け
る
。
そ
の
た
め
、
本
人
の
保
護
を
認
め
る
た
め
に
は
、
相
手
方
が
良
俗
に
反
す
る
方
法
で
故
意
に
損
害
を
惹
起
し
た
と
い
う
不
法
行
為
責
任
の
成
立
要
件
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
）
が
必
要
と
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
本
判
決
の
事
案
で
は
、
相
手
方
が
代
理
権
濫
用
の
事
実
を
認
識
し
て
い
た
だ
け
で
、
代
理
人
と
相
手
方
と
が
互
い
に
共
謀
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
帝
国
裁
判
所
は
共
謀
の
場
合
に
限
り
代
理
行
為
の
効
力
を
否
定
す
る
従
来
の
判
例
法
理
を
維
持
し
つ
つ
、
共
謀
概
念
を
緩
や
か
に
解
し
て
本
人
保
護
の
要
件
を
緩
和
し
た
と
評
（
　
）
４２
（
　
）
４３
代理権濫用における本人保護の法的構造（一）
（阪大法学）６１（２ - 209）495〔２０１１．７〕
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る  
 
。
【
３
】
帝
国
裁
判
所
一
九
〇
九
年
六
月
一
四
日
判
決  
 
［
事
案
］
　
被
告
Ｙ
は
息
子
Ａ
に
包
括
的
代
理
権
を
授
与
し
た
。
Ａ
は
こ
の
代
理
権
を
濫
用
し
、
自
分
が
負
担
す
る
債
務
の
た
め
に
Ｙ
を
保
証
人
と
す
る
保
証
契
約
を
債
権
者
Ｘ
（
原
告
）
と
締
結
し
た
。
当
該
保
証
契
約
に
基
づ
き
Ｘ
が
Ｙ
に
金
銭
の
支
払
を
請
求
し
た
。
原
審
は
自
分
の
債
務
の
た
め
に
保
証
契
約
を
代
理
し
て
締
結
す
る
Ａ
の
権
限
を
否
定
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
が
上
告
し
た
。
［
判
旨
］　
破
棄
差
戻
し
。
　
①
「
当
該
代
理
行
為
が
本
人
の
利
益
に
帰
す
る
か
否
か
と
い
う
問
題
は
、
本
来
、
本
人
と
代
理
人
と
の
間
の
内
部
関
係
に
と
っ
て
の
み
意
味
が
あ
る
。
対
外
的
な
任
意
代
理
関
係
は
こ
の
内
部
関
係
、
た
と
え
ば
委
任
関
係
と
は
法
的
に
厳
格
に
区
別
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
代
理
人
は
委
任
に
違
反
し
な
が
ら
、
な
お
与
え
ら
れ
た
任
意
代
理
権
の
範
囲
内
に
お
い
て
行
為
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
契
約
の
相
手
方
は
、
通
常
は
内
部
関
係
に
つ
い
て
気
を
遣
う
必
要
は
な
く
、
た
だ
当
該
行
為
が
代
理
権
の
範
囲
内
の
も
の
か
に
つ
い
て
の
み
気
を
遣
え
ば
よ
い
」。
　
②
し
か
し
、「
代
理
人
が
そ
の
代
理
権
を
相
手
方
に
も
認
識
可
能
な
ほ
ど
明
白
に
濫
用
し
、
本
人
の
利
益
に
反
す
る
代
理
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
あ
る
い
は
代
理
人
が
本
人
に
対
す
る
加
害
意
図
を
も
っ
て
行
為
し
、
か
つ
相
手
方
が
こ
の
意
図
を
認
識
し
た
場
合
、
本
人
は
代
理
人
の
行
っ
た
合
意
を
自
分
に
と
っ
て
拘
束
力
あ
る
も
の
と
す
る
必
要
は
な
く
、
ま
た
は
行
為
を
取
消
し
、
第
三
者
か
ら
の
請
求
に
対
し
て
悪
意
の
抗
弁
を
も
っ
て
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
」。
（
　
）
４４
（
　
）
４５
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 210）496〔２０１１．７〕
［
検
討
］
　
本
判
決
は
、
判
例
【
１
】、
判
例
【
２
】
と
異
な
り
、
民
法
上
の
任
意
代
理
権
が
濫
用
さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。
し
か
し
、
任
意
代
理
権
の
濫
用
の
場
合
で
も
、
代
理
権
の
無
因
性
を
根
拠
に
当
該
行
為
は
原
則
的
に
有
効
と
認
め
ら
れ
る
（
判
旨
①
）。
　
ま
た
、
本
判
決
も
悪
意
の
抗
弁
に
よ
る
本
人
保
護
の
可
能
性
を
認
め
る
（
判
旨
②
）。
さ
ら
に
、
本
判
決
は
本
人
保
護
の
要
件
と
し
て
相
手
方
と
代
理
人
の
共
謀
や
相
手
方
の
悪
意
ま
で
は
要
求
せ
ず
、
代
理
権
濫
用
の
認
識
可
能
性
で
足
り
る
と
す
る
。
こ
の
点
は
判
例
【
１
】、
判
例
【
２
】
に
対
し
て
特
徴
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
手
方
が
代
理
権
濫
用
の
事
実
を
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
に
す
ぎ
な
い
場
合
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
の
成
立
要
件
は
充
た
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
判
例
【
２
】
の
よ
う
に
悪
意
の
抗
弁
の
根
拠
を
相
手
方
の
不
法
行
為
責
任
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
人
に
悪
意
の
抗
弁
を
認
め
る
根
拠
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
以
外
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
判
決
は
そ
の
根
拠
を
明
確
に
し
て
い
な
い
。
【
４
】
帝
国
裁
判
所
一
九
三
一
年
一
〇
月
一
四
日
判
決  
 
［
事
案
］
　
原
告
Ｘ
は
任
意
代
理
人
Ａ
を
通
じ
て
被
告
Ｙ
会
社
を
買
主
と
す
る
綿
花
の
売
買
契
約
を
締
結
し
、
Ｙ
に
対
し
て
代
金
支
払
を
求
め
た
。
原
審
は
、
本
件
売
買
契
約
は
Ｙ
の
代
表
者
Ｂ
が
清
算
取
引  
 
を
意
図
し
て
締
結
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ａ
も
Ｂ
の
意
図
を
知
っ
た
う
え
で
取
引
に
応
じ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
本
件
売
買
契
約
に
基
づ
く
権
利
は
訴
求
力
を
欠
く
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｘ
が
上
告
し
た
。
上
告
審
で
は
、
Ａ
が
清
算
取
引
の
事
実
を
認
識
し
て
い
た
場
合
に
、
そ
の
認
識
が
Ｘ
に
帰
責
さ
れ
る
か
が
争
点
の
一
つ
と
な
っ
た
。
［
判
旨
］　
破
棄
差
戻
し
。
　
①
「（
代
理
人
に
よ
る
）
法
律
行
為
が
本
人
を
拘
束
す
る
か
ど
う
か
は
、
任
意
代
理
権
の
内
容
の
み
を
基
準
に
判
断
さ
れ
る
の
が
原
則
（
　
）
４６
（
　
）
４７
代理権濫用における本人保護の法的構造（一）
（阪大法学）６１（２ - 211）497〔２０１１．７〕
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
例
外
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
信
義
則
違
反
の
行
為
に
関
す
る
原
則
が
取
引
相
手
方
の
負
担
に
お
い
て
適
用
さ
れ
、
本
人
に
悪
意
の
抗
弁
が
与
え
ら
れ
る
場
合
で
あ
る
。（
中
略
）
当
該
取
引
行
為
が
本
人
の
利
益
に
反
す
る
た
め
本
人
が
こ
れ
を
望
ま
な
い
と
知
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
知
り
得
た
は
ず
の
相
手
方
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
形
式
的
な
代
理
権
の
存
在
に
依
拠
し
て
そ
の
行
為
の
効
果
を
本
人
に
強
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
信
義
則
に
違
反
す
る
行
為
で
あ
る
」。
　
②
以
上
の
考
え
方
を
本
件
の
事
案
に
類
推
す
る
と
次
の
よ
う
に
い
え
る
。「
当
該
事
実
を
認
識
し
て
い
れ
ば
本
人
は
契
約
の
締
結
を
欲
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
相
手
方
が
知
り
、
あ
る
い
は
知
り
得
な
か
っ
た
は
ず
の
場
合
、
相
手
方
は
、
代
理
人
の
認
識
が
本
人
に
帰
責
さ
れ
る
と
後
に
な
っ
て
主
張
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
な
い
」。
［
検
討
］
　
事
案
の
説
明
や
判
旨
②
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
本
判
決
で
は
、
代
理
権
濫
用
行
為
の
効
果
に
つ
い
て
本
人
が
責
任
を
負
う
か
で
は
な
く
、
代
理
人
が
一
定
の
事
実
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
か
ら
生
じ
る
不
利
益
な
法
律
効
果
に
つ
い
て
本
人
が
責
任
を
負
う
か
が
問
題
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
件
は
厳
密
に
は
代
理
権
濫
用
の
問
題
に
関
す
る
判
例
で
は
な
い
。
し
か
し
、
本
判
決
は
代
理
権
濫
用
法
理
を
類
推
し
、
そ
の
際
、
代
理
権
濫
用
法
理
に
関
す
る
一
般
論
を
述
べ
て
い
る
（
判
旨
①
）。
こ
れ
は
帝
国
裁
判
所
が
代
理
権
濫
用
法
理
を
ど
の
よ
う
な
内
容
と
捉
え
て
い
た
か
を
知
る
う
え
で
参
考
に
な
る
。
　
本
判
決
は
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
効
と
し
、
代
理
権
濫
用
の
事
実
が
相
手
方
に
認
識
可
能
で
あ
っ
た
場
合
に
本
人
に
悪
意
の
抗
弁
を
認
め
る
。
こ
の
点
で
先
述
の
判
例
【
３
】
の
立
場
を
踏
襲
し
て
い
る
。
　
判
例
【
３
】
は
、
相
手
方
が
代
理
権
濫
用
の
事
実
を
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ
た
場
合
に
本
人
に
悪
意
の
抗
弁
を
認
め
る
法
的
根
拠
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。
本
判
決
は
そ
の
根
拠
と
し
て
相
手
方
の
信
義
則
違
反
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条  
 
）
を
挙
げ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
相
手
方
が
代
理
権
濫
用
の
事
実
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
っ
た
、
あ
る
い
は
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
過
失
が
あ
っ
た
に
も
（
　
）
４８
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 212）498〔２０１１．７〕
か
か
わ
ら
ず
、
本
人
に
対
し
て
履
行
請
求
し
よ
う
と
す
る
点
が
信
義
則
に
違
反
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
【
５
】
帝
国
裁
判
所
一
九
三
四
年
一
一
月
五
日
判
決  
 
［
事
案
］
　
被
告
Ｙ
（
公
法
上
の
組
合
）
の
組
合
長
Ａ
は
、
Ｙ
の
名
で
投
機
を
し
た
結
果
、
損
失
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
同
じ
頃
、
原
告
株
式
会
社
Ｘ
は
、
そ
の
取
締
役
Ｂ
の
土
地
（
か
ね
て
か
ら
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
、
訴
外
債
権
者
が
こ
の
抵
当
権
を
実
行
し
て
い
た
）
を
競
売
手
続
に
お
い
て
取
得
す
る
た
め
の
資
金
調
達
を
試
み
て
い
た
。
そ
こ
で
、
Ａ
は
権
限
を
濫
用
し
、
Ｙ
に
帰
属
す
る
証
券
を
Ｘ
に
引
き
渡
す
こ
と
を
約
束
し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
Ｘ
か
ら
得
ら
れ
る
謝
金
を
損
失
の
穴
埋
め
に
充
て
よ
う
と
目
論
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
Ｙ
は
そ
の
約
束
を
履
行
せ
ず
証
券
を
引
き
渡
さ
な
か
っ
た
た
め
、
Ｘ
は
競
落
の
た
め
の
資
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
局
Ｂ
の
土
地
は
執
行
債
権
者
が
取
得
し
た
。
そ
の
た
め
、
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
。
［
判
旨
］　
上
告
棄
却
。
　
帝
国
裁
判
所
は
代
理
権
濫
用
法
理
を
任
意
代
理
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
法
定
代
理
（
こ
こ
で
は
機
関
代
理
を
包
摂
す
る
概
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
）
の
場
合
に
も
適
用
す
べ
き
だ
と
し
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
　「
代
理
人
と
相
手
方
の
共
謀
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
許
さ
れ
ざ
る
権
利
取
得
の
抗
弁
（exceptio
doli
praeteriti
oder
                 
   
     
specialis:
     
   
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
、
八
五
三
条
）
が
認
め
ら
れ
、
相
手
方
が
必
要
な
注
意
を
用
い
れ
ば
代
理
権
の
濫
用
を
認
識
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
場
合
に
は
、
許
さ
れ
ざ
る
権
利
行
使
の
抗
弁
（exceptio
doli
praesentis
oder
genera
                                 lis:
   
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
）
が
認
め
ら
れ
る
」。
［
検
討
］
（
　
）
４９
代理権濫用における本人保護の法的構造（一）
（阪大法学）６１（２ - 213）499〔２０１１．７〕
　
本
判
決
の
特
徴
は
、
相
手
方
が
代
理
人
と
共
謀
し
て
代
理
権
濫
用
行
為
に
加
担
し
た
場
合
に
は
、
本
人
に
許
さ
れ
ざ
る
権
利
取
得
の
抗
弁
（exceptio
doli
praeteriti
oder
specia
                 
   
          
lis:
   
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
、
八
五
三
条
）
が
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
通
常
の
代
理
権
濫
用
の
場
合
に
は
、
許
さ
れ
ざ
る
権
利
行
使
の
抗
弁
（exceptio
doli
praesentis
oder
genera
                                 lis:
   
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
）
が
認
め
ら
れ
る
と
し
た
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
代
理
人
と
相
手
方
の
間
に
共
謀
の
あ
る
事
案
と
、
単
に
相
手
方
の
悪
意
あ
る
い
は
過
失
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
の
事
案
と
で
は
、
本
人
の
抗
弁
の
法
的
性
質
が
異
な
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
た
だ
し
、
本
判
決
は
許
さ
れ
ざ
る
権
利
行
使
の
抗
弁
の
根
拠
条
文
と
し
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
の
み
を
挙
げ
る
が
、
相
手
方
に
過
失
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
場
合
の
抗
弁
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
か
ら
導
き
出
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
む
し
ろ
判
例
【
４
】
の
よ
う
に
相
手
方
の
信
義
則
違
反
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
）
を
根
拠
と
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か  
 
。
【
６
】
帝
国
裁
判
所
一
九
三
五
年
一
〇
月
九
日
判
決  
 
［
事
案
］
　
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
事
案
と
推
測
さ
れ
る
。
訴
外
Ｂ
は
生
前
、
Ｙ
銀
行
に
本
件
有
価
証
券
を
寄
託
し
、
他
方
で
遺
言
に
よ
っ
て
義
理
の
息
子
Ａ
を
遺
言
執
行
者
に
選
任
し
た
。
Ｂ
の
死
後
、
相
続
人
と
し
て
本
件
有
価
証
券
の
権
利
を
承
継
し
た
Ｘ
は
手
形
小
切
手
取
引
に
関
す
る
任
意
代
理
権
を
Ａ
に
与
え
、
こ
の
こ
と
を
Ｙ
に
も
通
知
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
Ａ
は
こ
の
代
理
権
を
濫
用
し
、
自
分
が
Ｙ
に
対
し
て
負
担
し
て
い
た
貸
付
債
務
を
担
保
す
る
目
的
で
本
件
有
価
証
券
に
質
権
を
設
定
し
た
。
そ
の
後
、
Ｙ
は
Ａ
の
破
産
手
続
に
お
い
て
不
足
額
が
出
た
こ
と
か
ら
、
質
権
が
設
定
さ
れ
て
い
た
本
件
有
価
証
券
を
も
っ
て
そ
の
損
失
を
補
填
し
よ
う
と
し
た
。
Ｘ
は
Ａ
の
代
理
権
濫
用
を
理
由
に
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
原
審
は
、
Ａ
に
よ
る
権
限
濫
用
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
Ｙ
に
は
重
過
失
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
Ｘ
は
悪
意
の
抗
弁
に
よ
り
保
護
さ
れ
る
と
判
示
し
た
。
本
判
決
は
原
審
が
示
し
た
理
由
付
け
を
引
用
す
る
形
で
、
（
　
）
５０（
　
）
５１
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 214）500〔２０１１．７〕
帝
国
裁
判
所
の
判
例
法
理
に
適
合
す
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
支
持
し
た
。
［
判
旨
］　
上
告
棄
却
。
　「
法
律
行
為
に
際
し
て
当
事
者
は
、
法
律
ま
た
は
契
約
に
よ
り
特
別
な
調
査
義
務
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
な
く
て
も
、
一
定
の
注
意
を
尽
く
し
て
相
手
方
の
処
分
権
限
を
調
査
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
代
理
行
為
の
相
手
方
が
本
人
の
利
益
を
誠
実
に
配
慮
し
て
い
れ
ば
代
理
人
の
忠
実
さ
に
つ
い
て
も
っ
と
も
な
疑
い
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
場
合
、
相
手
方
は
代
理
人
と
本
人
と
の
間
の
内
部
関
係
を
調
査
す
る
義
務
を
負
う
。
こ
の
こ
と
は
債
務
法
全
体
を
支
配
す
る
信
義
誠
実
の
原
則
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
）
を
根
拠
と
す
る
。
こ
れ
を
行
わ
な
い
場
合
、
契
約
の
相
手
方
は
本
人
か
ら
悪
意
の
抗
弁
を
も
っ
て
対
抗
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
本
人
は
当
該
法
律
行
為
に
拘
束
さ
れ
な
い
」。
［
検
討
］
　
本
判
決
は
本
人
に
悪
意
の
抗
弁
を
認
め
る
根
拠
が
信
義
則
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
悪
意
の
抗
弁
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
相
手
方
の
信
義
則
上
の
調
査
義
務
違
反
の
有
無
を
基
準
に
判
断
さ
れ
る
と
明
示
し
た
。
（
１
）　
代
理
権
濫
用
問
題
に
関
す
る
日
本
法
の
判
例
学
説
の
詳
し
い
紹
介
と
し
て
、
松
本
恒
雄
「
代
理
権
濫
用
と
表
見
代
理
」
判
タ
四
三
五
号
一
八
頁
以
下
（
一
九
八
一
年
）、
平
山
也
寸
志
「
代
理
論
史
─
代
理
権
濫
用
論
を
中
心
に
─
」
水
本
浩
・
平
井
一
雄
編
『
日
本
民
法
学
史
・
各
論
』（
一
九
九
七
年
）
四
一
頁
以
下
〔
初
出
、「
代
理
論
史
─
代
理
権
濫
用
論
を
中
心
に
─
」
獨
協
四
〇
号
四
四
七
頁
以
下
（
一
九
九
五
年
）〕。
（
２
）　
判
例
は
す
で
に
明
治
年
間
か
ら
代
理
権
濫
用
行
為
の
原
則
的
有
効
性
を
肯
定
し
て
い
る
。
大
判
明
治
三
八
年
六
月
一
〇
日
民
録
一
一
輯
九
一
九
頁
。
（
３
）　
鳩
山
秀
夫
『
法
律
行
為
乃
至
時
効
』（
一
九
一
二
年
）
二
五
八
頁
以
下
。
鳩
山
博
士
は
ま
ず
、「
本
人
の
た
め
に
す
る
こ
と
を
示
す
」
と
い
代理権濫用における本人保護の法的構造（一）
（阪大法学）６１（２ - 215）501〔２０１１．７〕
う
顕
名
主
義
が
民
法
典
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
理
由
と
し
て
、（
ⅰ
）
当
該
法
律
行
為
の
効
果
が
何
人
に
帰
す
る
か
は
効
果
意
思
の
内
容
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、（
ⅱ
）
何
人
に
法
律
効
果
が
発
生
す
る
か
は
行
為
の
相
手
方
に
と
っ
て
も
重
大
な
関
心
事
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
表
示
は
相
手
方
保
護
の
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
顕
名
主
義
の
理
由
か
ら
す
れ
ば
、
九
九
条
に
い
う
「
本
人
の
た
め
に
す
る
」
と
い
う
の
は
本
人
の
「
利
益
を
図
る
」
と
い
う
実
質
的
な
意
味
で
は
な
く
、「
そ
の
法
律
行
為
の
直
接
の
効
果
を
本
人
に
つ
い
て
生
じ
さ
せ
る
」
と
い
う
形
式
的
な
意
味
で
あ
る
か
ら
、
代
理
人
が
そ
の
地
位
を
濫
用
し
て
自
己
の
利
益
を
図
ろ
う
と
す
る
場
合
に
も
九
九
条
の
適
用
は
認
め
ら
れ
る
と
結
論
づ
け
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
例
外
的
な
本
人
保
護
の
可
能
性
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
判
例
も
大
判
大
正
六
年
七
月
二
一
日
民
録
二
三
輯
一
一
六
八
頁
に
お
い
て
こ
の
理
由
付
け
を
明
示
し
た
。
（
４
）　
大
判
大
正
九
年
七
月
三
日
民
録
二
六
輯
一
〇
四
二
頁
。
（
５
）　
学
説
で
は
大
正
年
間
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
民
法
九
三
条
但
書
の
直
接
適
用
に
よ
り
代
理
権
濫
用
行
為
を
無
効
に
す
る
見
解
も
存
在
し
た
。
石
坂
音
四
郎
「
判
批
」
法
協
三
四
巻
一
二
号
一
三
六
頁
（
一
九
一
六
年
）、
我
妻
榮
『
民
法
総
則
（
旧
版
）』（
一
九
一
六
年
）
四
七
九
頁
、
末
弘
巌
太
郎
「
判
批
」
民
法
判
例
研
究
会
判
例
民
法
大
正
一
〇
年
度
一
三
頁
（
一
九
二
二
年
）、
大
濱
信
泉
「
判
批
」
民
商
一
巻
二
号
五
一
頁
（
一
九
三
五
年
）。
そ
の
後
は
、
同
規
定
を
類
推
適
用
し
て
代
理
行
為
を
無
効
に
す
る
立
場
が
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
我
妻
榮
『
民
法
総
則
（
新
版
）』（
一
九
一
九
年
）
三
五
六
頁
、
同
『
新
訂
民
法
総
則
』（
一
九
六
五
年
）
三
四
四
頁
、
於
保
不
二
雄
「
判
批
」
民
商
五
〇
巻
四
号
六
〇
頁
（
一
九
六
四
年
）、
星
野
英
一
「
判
批
」
法
協
八
二
巻
四
号
九
九
頁
（
一
九
六
六
年
）、
淡
路
剛
久
「
判
批
」
法
協
八
五
巻
四
号
一
六
三
頁
（
一
九
六
八
年
）、
東
孝
行
「
判
批
」
神
戸
一
八
巻
一
号
一
五
七
頁
（
一
九
六
八
年
）、
森
泉
章
「『
代
表
権
濫
用
』
理
論
の
検
討
」
民
研
二
五
〇
号
九
頁
（
一
九
七
八
年
）、
幾
代
通
『
民
法
総
則
（
第
二
版
）』（
一
九
八
四
年
）
三
一
二
頁
、
川
井
健
ほ
か
編
『
民
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
総
則
三
』（
一
九
八
九
年
）
三
〇
八
頁
（
半
田
吉
信
）、
近
江
幸
治
『
民
法
講
義
１
民
法
総
則
（
第
六
版
）』（
二
〇
〇
八
年
）
二
五
九
頁
。
（
６
）　
東
京
控
判
明
治
四
四
年
（
判
決
月
日
不
明
）
新
聞
八
一
二
号
一
六
頁
、
東
京
地
判
大
正
二
年
一
一
月
一
二
日
新
聞
九
一
一
号
二
一
頁
。
平
山
・
前
掲
注（
１
）五
八
頁
以
下
に
こ
の
判
決
の
詳
し
い
紹
介
が
あ
る
。
（
７
）　
大
判
昭
和
一
六
年
五
月
一
日
新
聞
四
七
二
一
号
一
九
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
判
決
は
民
法
九
三
条
但
書
の
「
類
推
適
用
」
と
で
は
な
く
、「
民
法
第
九
三
条
心
裡
留
保
ニ
関
ス
ル
法
律
ニ
準
拠
シ
テ
」
と
述
べ
て
い
る
。
最
高
裁
は
ま
ず
会
社
代
表
取
締
役
に
よ
る
機
関
代
理
権
濫
用
に
つ
い
て
こ
の
判
例
法
理
を
踏
襲
し
た
。
す
な
わ
ち
、「
株
式
会
社
の
代
表
取
締
役
が
、
自
己
の
利
益
の
た
め
表
面
上
会
社
の
代
表
者
と
し
て
法
律
行
為
を
な
し
た
場
合
に
お
い
て
、
相
手
方
が
右
代
表
取
締
役
の
真
意
を
知
り
ま
た
は
知
り
得
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
き
は
、
民
法
九
三
条
但
書
の
規
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 216）502〔２０１１．７〕
定
を
類
推
し
、
右
の
法
律
行
為
は
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」、
と
。
最
判
昭
和
三
八
年
九
月
五
日
民
集
一
七
巻
八
号
九
〇
九
頁
。
次
に
最
高
裁
は
支
配
人
に
よ
る
任
意
代
理
権
濫
用
に
つ
い
て
も
こ
の
判
例
法
理
に
従
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
二
〇
日
民
集
二
一
巻
三
号
六
九
七
頁
。
そ
れ
以
降
の
最
高
裁
判
決
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
会
社
代
表
取
締
役
の
代
表
権
限
濫
用
の
事
案
に
つ
き
、
最
判
昭
和
四
二
年
七
月
六
日
金
判
六
七
号
一
六
頁
、
最
判
昭
和
五
一
年
一
一
月
二
六
日
判
時
八
三
九
号
一
一
一
頁
。
農
業
協
同
組
合
参
事
が
代
理
権
限
を
濫
用
し
て
組
合
長
名
義
の
約
束
手
形
を
振
り
出
し
た
事
案
に
つ
き
、
最
判
昭
和
四
四
年
四
月
三
日
民
集
二
三
巻
四
号
七
三
七
頁
。
包
括
的
代
理
権
を
与
え
ら
れ
た
金
庫
の
代
表
理
事
が
約
束
手
形
振
出
人
の
た
め
に
金
庫
名
義
で
手
形
保
証
を
し
た
事
案
に
つ
き
、
最
判
昭
和
四
四
年
一
一
月
一
四
日
民
集
二
三
巻
一
一
号
二
〇
二
三
頁
。
信
用
金
庫
の
表
見
支
配
人
に
よ
る
権
限
濫
用
の
事
案
に
つ
き
、
最
判
昭
和
五
一
年
一
〇
月
一
日
金
判
五
一
二
号
三
三
頁
。
農
業
協
同
組
合
の
理
事
が
権
限
を
濫
用
し
て
手
形
を
振
り
出
し
た
事
案
に
つ
き
、
最
判
昭
和
五
三
年
二
月
一
六
日
金
判
五
四
七
号
三
頁
。
信
用
金
庫
の
支
店
長
が
権
限
を
濫
用
し
て
小
切
手
を
振
り
出
し
た
事
案
に
つ
き
、
最
判
昭
和
五
四
年
五
月
一
日
金
判
五
七
六
号
一
九
頁
。
い
ず
れ
も
代
理
権
濫
用
の
問
題
を
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
最
判
平
成
四
年
一
二
月
一
〇
日
民
集
四
六
巻
九
号
二
七
二
七
頁
は
、
親
権
者
に
よ
る
代
理
権
濫
用
の
事
案
に
つ
い
て
も
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き
と
し
た
。
（
８
）　
こ
の
点
を
指
摘
す
る
商
法
学
上
の
見
解
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
田
中
誠
二
「
判
批
」
法
協
五
六
巻
一
二
号
一
七
六
頁
（
一
九
三
八
年
）、
実
方
正
雄
「
判
批
」
民
商
九
巻
一
号
八
四
頁
（
一
九
三
九
年
）、
亀
井
秀
夫
「
代
表
取
締
役
の
代
表
権
の
踰
越
と
濫
用
」
末
川
先
生
古
希
記
念
論
文
集
『
権
利
の
濫
用
・
中
』（
一
九
六
二
年
）
一
八
七
頁
、
米
沢
明
「
判
批
」
関
学
一
五
巻
二
号
七
九
頁
（
一
九
六
四
年
）、
菅
原
菊
志
「
判
批
」
法
学
二
八
巻
四
号
一
一
九
頁
（
一
九
六
四
年
）、
小
橋
一
郎
「
判
批
」
民
商
六
二
巻
二
号
一
三
〇
頁
（
一
九
七
〇
年
）、
高
鳥
正
夫
「
法
人
代
表
行
為
の
病
理
現
象
」
法
研
四
四
巻
三
号
三
三
頁
（
一
九
七
一
年
）、
倉
沢
康
一
郎
「
判
批
」
法
研
五
五
巻
一
〇
号
一
〇
三
頁
（
一
九
八
二
年
）、
土
橋
正
「
代
理
権
の
濫
用
」
森
泉
章
教
授
還
暦
記
念
論
集
『
現
代
判
例
民
法
学
の
課
題
』（
一
九
八
八
年
）
一
二
九
頁
な
ど
。
ま
た
、
民
法
学
上
も
こ
の
点
に
対
す
る
指
摘
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
四
宮
和
夫
『
民
法
総
則
（
第
四
版
補
正
版
）』（
一
九
九
六
年
）
二
四
一
頁
、
佐
久
間
毅
『
代
理
取
引
の
保
護
法
理
』（
二
〇
〇
一
年
）
四
五
頁
。
（
９
）　
於
保
・
前
掲
注（
５
）六
〇
頁
。
相
手
方
が
悪
意
な
ど
の
場
合
に
法
律
行
為
が
無
効
に
な
る
と
の
結
果
を
認
め
た
も
の
と
し
て
民
法
九
三
条
但
書
を
あ
て
は
め
る
と
主
張
す
る
星
野
・
前
掲
注（
５
）九
九
頁
、
代
理
権
濫
用
の
事
実
を
相
手
方
が
知
っ
て
い
る
場
合
の
関
係
が
、
心
裡
留
保
に
つ
い
て
相
手
方
が
知
っ
て
い
る
場
合
の
関
係
と
似
て
お
り
、
パ
ラ
レ
ル
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
と
説
明
す
る
淡
路
・
前
掲
注（
５
）一
六
三
頁
代理権濫用における本人保護の法的構造（一）
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も
こ
れ
に
近
い
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
（
　
）　
半
田
・
前
掲
注（
５
）三
〇
八
頁
、
山
本
敬
三
『
民
法
講
義
Ⅰ
総
則
（
第
二
版
）』（
二
〇
〇
五
年
）
三
七
九
頁
。
ま
た
、
内
田
貴
教
授
は
、
１０本
人
と
代
理
人
と
を
一
体
の
も
の
と
し
て
捉
え
て
み
る
と
、（
代
理
人
＝
本
人
）
は
そ
の
真
意
（
想
定
さ
れ
る
本
人
の
意
思
）
に
反
す
る
意
思
表
示
を
行
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
心
裡
留
保
と
同
様
の
関
係
を
認
め
う
る
と
説
明
さ
れ
る
。
内
田
貴
『
民
法
Ⅰ
総
則
・
物
権
総
論
（
第
四
版
）』（
二
〇
〇
八
年
）
一
四
四
頁
。
（
　
）　
こ
の
点
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
二
〇
日
大
隅
裁
判
官
意
見
（
民
集
二
一
巻
三
号
七
〇
〇
頁
以
下
）
参
照
。
ま
た
、
山
１１中
康
雄
『
民
法
総
則
講
義
』（
一
九
五
五
年
）
二
八
七
頁
。
た
だ
し
、
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
説
を
支
持
す
る
論
者
の
な
か
に
も
、
相
手
方
の
重
過
失
に
近
い
要
件
を
設
定
す
る
見
解
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
星
野
・
前
掲
注（
５
）九
九
頁
。
（
　
）　
商
法
学
上
は
こ
の
見
解
が
通
説
と
さ
れ
る
。
商
法
学
上
、
こ
の
見
解
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
竹
田
省
「
判
批
」
民
商
七
巻
二
号
一
六
四
１２頁
（
一
九
三
八
年
）、
田
中
・
前
掲
注（
８
）一
七
六
頁
、
同
『
新
版
会
社
法
』（
一
九
七
六
）
一
八
〇
頁
、
実
方
・
前
掲
注（
８
）八
五
頁
、
亀
井
・
前
掲
注（
８
）一
八
五
頁
、
米
沢
・
前
掲
注（
８
）七
九
頁
、
菅
原
・
前
掲
注（
８
）一
一
九
頁
、
小
橋
・
前
掲
注（
８
）一
三
一
頁
、
高
鳥
・
前
掲
注
（
８
）三
三
頁
、
新
山
雄
三
「
判
批
」
法
学
三
七
巻
一
号
一
七
六
頁
（
一
九
七
三
年
）、
柿
崎
栄
治
「
判
批
」
法
学
三
七
巻
一
号
一
八
三
頁
（
一
九
七
三
年
）、
服
部
栄
三
「
判
批
」
法
学
四
二
巻
三
号
一
二
一
頁
（
一
九
七
八
年
）、
畑
肇
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
昭
和
五
三
年
度
重
要
判
例
解
説
一
二
二
頁
（
一
九
七
八
年
）、
倉
沢
・
前
掲
注（
８
）一
〇
四
頁
、
土
橋
・
前
掲
注（
８
）一
二
九
頁
、
稲
田
俊
信
「
手
形
行
為
と
権
限
濫
用
」
染
谷
義
信
博
士
古
希
記
念
論
文
集
『
法
と
現
代
司
法
』（
一
九
八
九
年
）
一
六
七
頁
以
下
。
（
　
）　
効
果
論
、
と
く
に
権
利
濫
用
あ
る
い
は
信
義
則
違
反
と
し
て
否
定
さ
れ
る
直
接
の
対
象
が
何
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
論
者
に
よ
っ
て
表
１３現
が
異
な
る
。
一
般
的
に
は
、
悪
意
（
重
過
失
）
の
相
手
方
が
代
理
行
為
に
基
づ
い
て
取
得
し
た
「
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
」
が
権
利
濫
用
・
信
義
則
違
反
と
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
田
中
・
前
掲
注（
８
）一
七
六
頁
、
亀
井
・
前
掲
注（
８
）一
八
五
頁
、
菅
原
・
前
掲
注（
８
）一
一
九
頁
、
高
鳥
・
前
掲
注（
８
）三
三
頁
、
服
部
・
前
掲
注（
　
）一
二
一
頁
、
土
橋
・
前
掲
注（
８
）一
二
九
頁
な
ど
。
し
か
し
、
相
手
方
が
、「
当
該
代
理
（
代
１２
表
）
行
為
が
代
理
人
（
代
表
者
）
の
権
限
内
の
行
為
で
あ
る
と
主
張
す
る
こ
と
」
が
否
定
さ
れ
る
と
す
る
見
解
（
竹
田
・
前
掲
注（
　
）一
六
四
１２
頁
）、
ま
た
、
第
三
者
に
対
し
て
本
人
は
「
代
理
行
為
の
無
効
（
効
果
不
帰
属
）
を
主
張
で
き
る
」
と
す
る
見
解
（
四
宮
・
前
掲
注（
８
）二
四
一
頁
）
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
相
手
方
の
履
行
請
求
が
否
定
さ
れ
る
と
い
う
消
極
的
な
本
人
保
護
に
と
ど
ま
ら
ず
、
本
人
は
当
該
代
理
行
為
に
基
づ
い
て
す
で
に
行
っ
た
給
付
の
返
還
を
悪
意
重
過
失
の
相
手
方
に
請
求
で
き
る
と
し
て
、
よ
り
積
極
的
な
本
人
保
護
を
認
め
る
見
解
が
あ
る
。
相
論　　　説
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手
方
が
代
理
行
為
の
効
果
を
本
人
に
主
張
で
き
な
い
以
上
、
本
人
は
そ
の
行
為
の
無
効
を
主
張
し
、
履
行
し
た
物
の
返
還
を
請
求
で
き
る
べ
き
だ
と
い
う
。
稲
田
・
前
掲
注（
　
）一
六
八
頁
。
な
お
、
田
中
誠
二
「
取
締
役
・
会
社
間
の
取
引
規
制
の
緩
和
傾
向
と
私
見
（
上
）」
商
事
七
四
九
１２
号
五
頁
（
一
九
七
六
年
）
も
参
照
。
（
　
）　
竹
田
・
前
掲
注（
　
）一
六
四
頁
。
１４
１２
（
　
）　
た
と
え
ば
、
田
中
・
前
掲
注（
８
）一
七
六
頁
、
実
方
・
前
掲
注（
８
）八
五
頁
。
１５
（
　
）　
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
二
〇
日
民
集
二
一
巻
三
号
七
〇
一
頁
。
１６
（
　
）　
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
二
〇
日
民
集
二
一
巻
三
号
七
〇
一
頁
以
下
。
１７
（
　
）　
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
二
〇
日
民
集
二
一
巻
三
号
七
〇
二
頁
。
１８
（
　
）　
民
法
学
上
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
を
支
持
す
る
も
の
と
し
て
、
山
中
・
前
掲
注（
　
）二
八
六
頁
、
高
橋
三
知
雄
『
代
理
理
論
の
研
究
』
１９
１１
（
一
九
七
六
年
）
二
三
四
頁
以
下
〔
初
出
、「
代
理
権
の
濫
用
に
つ
い
て
─
そ
の
理
論
構
成
─
」
関
法
二
三
巻
四
・
五
・
六
合
併
号
一
二
九
頁
以
下
（
一
九
七
四
年
）〕、
高
森
八
四
郎
「
代
理
権
限
の
濫
用
」
法
セ
二
六
七
号
一
〇
一
頁
（
一
九
七
七
年
）、
四
宮
・
前
掲
注（
８
）二
四
一
頁
、
佐
久
間
・
前
掲
注（
８
）四
五
頁
、
須
永
醇
『
新
訂
民
法
総
則
要
論
（
第
二
版
）』（
二
〇
〇
五
年
）
二
四
〇
頁
。
（
　
）　
竹
田
・
前
掲
注（
　
）一
六
四
頁
、
田
中
・
前
掲
注（
８
）一
七
六
頁
、
実
方
・
前
掲
注（
８
）八
五
頁
。
戦
後
も
商
法
学
説
で
は
、
重
過
失
に
つ
２０
１２
い
て
は
触
れ
な
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
亀
井
・
前
掲
注（
８
）一
八
五
頁
、
高
鳥
・
前
掲
注（
８
）三
三
頁
、
服
部
・
前
掲
注（
　
）一
二
１２
一
頁
、
土
橋
・
前
掲
注（
８
）一
二
九
頁
な
ど
。
（
　
）　
た
と
え
ば
、
山
中
・
前
掲
注（
　
）二
八
七
頁
、
四
宮
・
前
掲
注（
８
）二
四
一
頁
（
た
だ
し
、
法
定
代
理
の
場
合
に
は
善
意
軽
過
失
で
足
り
る
２１
１１
と
す
る
）。
（
　
）　
高
橋
・
前
掲
注（
　
）二
四
二
頁
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
表
見
代
理
を
、
現
実
に
与
え
ら
れ
た
代
理
権
が
濫
用
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
と
理
解
す
２２
１９
る
高
橋
博
士
独
自
の
見
解
を
前
提
と
す
る
。
（
　
）　
四
宮
・
前
掲
注（
８
）二
四
一
頁
、
須
永
・
前
掲
注（
　
）二
四
〇
頁
。
２３
１９
（
　
）　
平
山
也
寸
志
「
代
理
権
の
客
観
的
濫
用
に
関
す
る
一
考
察
─
代
理
人
に
背
任
的
意
図
が
な
い
場
合
─
」
獨
協
四
六
号
二
七
六
頁
（
一
２４九
九
八
年
）。　
（
　
）　
そ
の
ほ
か
の
学
説
に
つ
い
て
は
、
平
山
・
前
掲
注（
１
）四
一
頁
以
下
に
詳
細
な
紹
介
が
あ
る
。
本
稿
で
は
次
の
二
つ
の
見
解
を
例
示
す
る
２５
代理権濫用における本人保護の法的構造（一）
（阪大法学）６１（２ - 219）505〔２０１１．７〕
に
と
ど
め
る
。
第
一
に
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
有
効
な
代
理
行
為
と
認
め
る
が
、
相
手
方
が
悪
意
ま
た
は
善
意
有
過
失
で
あ
る
場
合
に
、
当
該
代
理
行
為
は
例
外
的
に
無
権
代
理
行
為
に
な
る
と
み
る
無
権
代
理
直
接
形
成
説
で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
、
川
島
武
宜
・
於
保
不
二
雄
編
『
注
釈
民
法
（
４
）』（
一
九
六
七
年
）
二
〇
頁
（
浜
上
則
雄
）、
浜
上
則
雄
「
判
批
」
ジ
ュ
リ
増
刊
民
法
の
判
例
第
三
版
三
二
頁
（
一
九
七
九
年
）。
第
二
に
、
代
理
権
濫
用
行
為
を
原
則
的
に
無
権
代
理
行
為
と
し
た
う
え
で
、
代
理
行
為
の
有
効
性
に
対
す
る
相
手
方
の
信
頼
は
表
見
代
理
規
定
（
民
法
一
一
〇
条
）
に
よ
っ
て
保
護
す
べ
き
と
す
る
表
見
代
理
説
で
あ
る
。
こ
の
立
場
を
と
る
も
の
と
し
て
、
川
島
武
宜
『
民
法
総
則
』（
一
九
六
五
年
）
三
八
〇
頁
、
伊
藤
進
『
任
意
代
理
基
礎
理
論
』（
一
九
九
〇
年
）
二
二
五
頁
〔
初
出
、「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
『
代
理
権
の
濫
用
』
理
論
」
法
論
四
九
巻
五
号
五
三
頁
以
下
（
一
九
七
七
年
）〕、
福
永
礼
治
「
代
理
権
の
濫
用
に
関
す
る
一
試
論
（
二
・
完
）」
上
法
二
二
巻
三
号
二
二
二
頁
（
一
九
七
八
年
）、
石
田
穣
『
民
法
総
則
』（
一
九
九
二
年
）
四
四
三
頁
、
椿
寿
夫
『
民
法
総
則
（
第
二
版
）
有
斐
閣
双
書
プ
リ
マ
・
シ
リ
ー
ズ
』（
二
〇
〇
七
年
）
二
一
九
頁
。
（
　
）　
石
坂
・
前
掲
注（
５
）一
三
三
頁
以
下
、
末
弘
・
前
掲
注（
５
）一
三
頁
、
大
濱
・
前
掲
注（
５
）五
一
頁
。
２６
（
　
）　
田
中
・
前
掲
注（
８
）一
七
六
頁
、
同
・
前
掲
注（
　
）一
八
〇
頁
、
菅
原
・
前
掲
注（
８
）一
一
九
頁
、
新
山
・
前
掲
注（
　
）一
七
四
頁
以
下
、
２７
１２
１２
土
橋
・
前
掲
注（
８
）一
二
九
頁
。
な
お
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
の
論
者
で
は
な
い
が
、
中
島
秀
二
教
授
も
こ
の
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
中
島
秀
二
「
濫
用
代
理
論
批
判
」
幾
代
通
先
生
献
呈
論
集
『
財
産
法
学
の
新
展
開
』（
一
九
九
三
年
）
八
三
頁
。
（
　
）　「
相
手
方
が
悪
意
の
場
合
に
法
律
行
為
が
無
効
に
な
る
」
と
の
一
般
法
理
に
条
文
上
の
根
拠
を
与
え
る
に
し
て
も
、
民
法
九
三
条
但
書
で
は
２８な
く
、
端
的
に
権
利
濫
用
法
理
・
信
義
則
を
引
き
合
い
に
出
す
方
が
理
論
的
な
問
題
は
少
な
い
は
ず
で
あ
る
。
最
判
昭
和
四
二
年
四
月
二
〇
日
に
お
け
る
大
隅
裁
判
官
意
見
も
同
じ
趣
旨
の
指
摘
を
す
る
。
民
集
二
一
巻
三
号
七
〇
二
頁
。
（
　
）　
星
野
・
前
掲
注（
５
）一
〇
〇
頁
、
森
泉
・
前
掲
注（
５
）一
三
頁
。
２９
（
　
）　
手
形
法
上
の
議
論
に
関
連
し
て
で
は
あ
る
が
、
こ
の
点
を
指
摘
す
る
も
の
と
し
て
、
土
橋
・
前
掲
注（
８
）一
二
九
頁
以
下
。
３０
（
　
）　
現
在
議
論
が
進
行
中
の
債
権
法
改
正
作
業
に
お
い
て
、
代
理
権
濫
用
の
問
題
に
関
す
る
明
文
化
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
近
年
公
に
さ
れ
た
３１「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
で
は
、
代
理
権
濫
用
の
問
題
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
条
文
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
（
１
）
代
理
人
が
自
己
ま
た
は
他
人
の
利
益
を
は
か
る
た
め
に
相
手
方
と
の
間
で
そ
の
代
理
権
の
範
囲
内
の
法
律
行
為
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
代
理
権
を
濫
用
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
濫
用
の
事
実
を
相
手
方
が
知
り
、
ま
た
は
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
重
大
な
過
失
が
あ
っ
た
と
き
は
、
本
人
は
、
自
己
に
対
し
て
そ
の
行
為
の
効
力
が
生
じ
な
い
こ
と
を
主
張
で
き
る
。
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 220）506〔２０１１．７〕
（
２
）（
１
）
に
お
い
て
、
代
理
人
が
濫
用
し
た
代
理
権
が
法
定
代
理
権
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
濫
用
の
事
実
を
相
手
方
が
知
り
、
ま
た
は
知
ら
な
い
こ
と
に
つ
き
過
失
が
あ
っ
た
と
き
に
、
本
人
は
、
自
己
に
対
し
て
そ
の
行
為
の
効
力
が
生
じ
な
い
こ
と
を
主
張
で
き
る
。
（
３
）（
１
）（
２
）
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
者
が
そ
の
濫
用
の
事
実
に
つ
い
て
善
意
で
あ
り
、
か
つ
、
重
大
な
過
失
が
な
か
っ
た
と
き
は
、
本
人
は
、
自
己
に
対
し
て
そ
の
行
為
の
効
力
が
生
じ
な
い
こ
と
を
主
張
で
き
な
い
。
（
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
編
『
詳
解
・
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
Ⅰ
─
序
論
・
総
則
』（
二
〇
〇
九
年
）
二
三
八
頁
）
　
こ
の
提
案
内
容
は
、
本
人
保
護
の
た
め
の
効
果
と
し
て
、
代
理
行
為
を
無
効
と
す
る
の
で
は
な
く
、
効
果
不
帰
属
の
主
張
を
本
人
に
認
め
て
お
り
、
民
法
九
三
条
但
書
類
推
適
用
説
よ
り
も
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
に
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
人
保
護
の
要
件
と
し
て
も
、
相
手
方
の
重
過
失
を
要
求
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
と
一
致
す
る
。
民
法
（
債
権
法
）
改
正
検
討
委
員
会
・
前
掲
（
本
脚
注
）
二
四
四
頁
。
（
　
）　
前
掲
注
（
　
）
で
触
れ
た
よ
う
に
、「
債
権
法
改
正
の
基
本
方
針
」
に
お
い
て
提
案
さ
れ
た
条
文
の
内
容
に
も
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
が
大
３２
３１
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
下
級
審
裁
判
例
で
は
あ
る
が
、
権
利
濫
用
・
信
義
則
説
に
従
っ
た
判
決
が
存
在
す
る
。
名
古
屋
高
判
昭
和
五
一
年
一
一
月
二
九
日
判
時
八
五
一
号
一
九
五
頁
。
（
　
）　
代
理
権
濫
用
問
題
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
の
判
例
学
説
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
詳
細
か
つ
広
範
な
紹
介
が
あ
る
。
戦
前
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
判
３３例
の
紹
介
検
討
と
し
て
、
山
田
晟
「
表
見
代
理
と
ド
イ
ツ
民
法
」
勝
本
正
晃
先
生
還
暦
記
念
『
現
代
私
法
の
諸
問
題
（
上
）』（
一
九
五
九
年
）
一
七
四
頁
以
下
。
戦
前
か
ら
七
〇
年
代
ま
で
の
学
説
に
つ
い
て
、
高
橋
・
前
掲
注（
　
）二
〇
五
頁
以
下
、
伊
藤
・
前
掲
注（
　
）一
七
七
頁
以
下
、
１９
２５
福
永
礼
治
「
代
理
権
の
濫
用
に
関
す
る
一
試
論
（
一
）」
上
法
二
二
巻
二
号
一
四
三
頁
以
下
、
福
永
・
前
掲
注（
　
）一
七
八
頁
以
下
。
ま
た
、
平
２５
山
也
寸
志
「
代
理
権
濫
用
と
相
手
方
保
護
範
囲
」
椿
寿
夫
・
伊
藤
進
編
『
代
理
の
研
究
』（
二
〇
一
一
年
）
三
四
六
頁
以
下
〔
初
出
、「
代
理
権
濫
用
と
相
手
方
保
護
範
囲
」
法
時
七
九
巻
三
号
七
五
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）〕
は
近
年
に
お
け
る
教
科
書
レ
ベ
ル
で
の
学
説
の
諸
見
解
を
紹
介
す
る
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、
臼
井
豊
教
授
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
近
年
提
示
さ
れ
た
フ
ェ
ッ
ダ
ー
（K
arl
C
hristian
V
edder
 
   
 
   
     
     
）
の
見
解
を
紹
介
分
析
さ
れ
て
い
る
。
臼
井
豊
「
代
理
権
濫
用
法
理
に
関
す
る
序
章
的
考
察
─
ヴ
ェ
ッ
ダ
ー
（V
edder
 
     
）
に
よ
る
「
本
人
の
利
益
状
況
」
分
析
ア
プ
ロ
ー
チ
を
中
心
に
─
」
立
命
三
二
九
号
二
七
頁
以
下
（
二
〇
一
〇
年
）。
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
先
行
業
績
も
、
戦
前
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
の
判
例
通
説
の
経
過
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
紹
介
は
し
て
い
な
い
。
（
　
）　
こ
の
よ
う
な
事
案
類
型
を
含
め
て
代
理
権
濫
用
の
問
題
を
論
じ
る
例
と
し
て
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。W
erner
Flum
e,
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濫
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こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
（
本
３５章
第
三
節
三
判
例
【
９
】）。
な
お
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
法
の
議
論
を
紹
介
す
る
日
本
の
文
献
と
し
て
、
平
山
・
前
掲
注（
　
）二
三
八
頁
２４
以
下
。
（
　
）　
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
理
由
書
（M
otiv
 
   
）
も
任
意
代
理
権
の
濫
用
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
後
見
人
に
よ
る
代
理
権
濫
用
に
関
し
て
次
の
３６よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
　「
普
通
法
に
お
い
て
は
、
後
見
人
が
被
後
見
人
の
名
に
お
い
て
行
っ
た
法
律
行
為
は
、
そ
れ
が
被
後
見
人
の
財
産
に
対
す
る
悪
意
の
侵
害
と
な
る
場
合
に
は
、
被
後
見
人
に
対
し
て
拘
束
力
を
生
じ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
新
法
典
に
お
い
て
は
、
代
理
権
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
制
約
は
認
め
ら
れ
な
い
。
法
律
が
被
後
見
人
の
安
全
な
、
信
用
で
き
る
（kreditw
irkend
      
 
    
）
代
理
に
配
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
取
引
の
安
全
お
よ
び
被
後
見
人
に
と
っ
て
一
般
的
に
生
じ
る
利
益
は
、
後
見
人
が
そ
の
代
理
権
を
被
後
見
人
の
不
利
益
に
悪
意
で
濫
用
す
る
こ
と
に
よ
り
個
々
の
場
合
に
被
後
見
人
に
と
っ
て
発
生
し
う
る
危
険
よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
被
後
見
人
の
保
護
は
、
背
任
に
対
す
る
刑
法
上
の
保
護
や
、
後
見
人
個
人
に
対
す
る
責
任
追
及
で
満
足
す
る
の
が
よ
り
適
切
で
あ
る
。
近
代
法
は
、
後
見
人
に
よ
る
重
要
な
行
為
の
た
め
に
後
見
裁
判
所
や
後
見
監
督
人
に
よ
る
承
認
を
要
求
し
た
り
、
後
見
人
を
常
態
的
に
監
視
し
た
り
す
る
こ
と
で
被
後
見
人
の
利
益
を
保
護
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
保
護
は
一
般
的
に
い
っ
て
、
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
代
理
権
の
制
約
（V
erklausulierung
 
    
         
）
よ
り
も
有
効
的
で
あ
る
」。M
otiv,
IV
,
 
    
  
 
S.1086
=
B
enno
M
ugdan,
D
ie
gesam
ten
  
       
      
      
 
 
      
 
  M
aterialien
zum
B
ürgerlichen
G
esetzb
 
  
  
       
  
            
    
 uch
für
das
D
eutsche
Reich,
IV
.B
and
     
       
   
       
  
  
 
    :  
Fam
ilienrecht
(1899),
S.576
   
  
      
       
  
  .  
（
　
）　（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
六
七
条
一
項
）
任
意
代
理
権
の
授
与
は
、
代
理
人
ま
た
は
代
理
の
相
手
方
た
る
第
三
者
に
対
す
る
意
思
表
示
に
よ
っ
て
行
わ
れ
３７る
。
（
　
）　
代
理
権
の
無
因
性
原
則
を
は
じ
め
て
理
論
化
し
た
の
は
、
ラ
ー
バ
ン
ト
（Paul
Laband
    
      
）
で
あ
る
。　Laband,
D
ie
Stellvertretung
       
 
 
   
     
  
   
３８
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 222）508〔２０１１．７〕
bei
dem
A
bschulss
von
Rechtsgeschäft
   
   
 
 
      
  
    
     
       en
nach
dem
allgem
einen
D
eutschen
H
a
   
     
   
 
     
  
   
 
   
     
 
 ndelsgesetzbuch,
ZH
R
10
(1866),
    
     
     
  
  
   
       
S.183ff.
  
    
ラ
ー
バ
ン
ト
は
次
の
よ
う
に
説
い
た
。
代
理
権
と
は
、
他
人
の
名
に
お
い
て
行
う
自
己
の
行
為
に
よ
り
そ
の
他
人
に
権
利
を
与
え
義
務
を
課
す
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
取
引
上
の
形
式
的
な
資
格
で
あ
る
。
本
人
が
特
定
の
行
為
を
な
す
よ
う
代
理
人
に
指
示
を
与
え
て
い
た
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
代
理
人
に
裁
量
を
認
め
て
い
た
か
ど
う
か
、
当
該
の
契
約
を
禁
じ
て
い
た
か
ど
う
か
な
ど
の
委
任
関
係
上
の
問
題
は
、
代
理
権
限
に
と
っ
て
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
代
理
と
委
任
が
区
別
さ
れ
る
結
果
、
あ
る
者
が
、
自
分
が
受
け
た
委
任
に
反
し
な
が
ら
、
な
お
与
え
ら
れ
た
代
理
権
の
範
囲
内
に
お
い
て
行
為
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
う
る
、
と
。
そ
し
て
、
ラ
ー
バ
ン
ト
は
、
一
八
六
一
年
に
施
行
さ
れ
た
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
（A
llgem
eines
D
eutsches
H
andelsgesetzb
 
    
  
    
   
      
     
     
 uch
von
1861
            
）
に
お
い
て
も
代
理
と
委
任
の
区
別
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
と
説
明
し
、
自
身
の
見
解
を
補
強
し
た
。
こ
こ
で
の
ラ
ー
バ
ン
ト
の
見
解
を
詳
細
に
紹
介
す
る
日
本
の
文
献
と
し
て
、
高
橋
・
前
掲
注（
　
）一
六
七
頁
以
下
〔
初
出
、「
委
任
と
代
理
の
関
係
に
つ
い
て
」
関
法
二
〇
巻
二
号
一
頁
以
下
（
一
九
七
〇
年
）〕。
ま
た
、
近
１９
年
、
林
幸
司
教
授
は
、
ラ
ー
バ
ン
ト
の
学
説
を
素
材
に
し
て
無
因
性
原
則
の
意
味
内
容
を
検
証
さ
れ
て
い
る
。
林
幸
司
「
わ
が
国
に
お
け
る
代
理
権
の
無
因
性
ま
た
は
抽
象
性
」
椿
寿
夫
・
伊
藤
進
編
『
代
理
の
研
究
』（
二
〇
一
一
年
）
九
八
頁
以
下
〔
初
出
、「
我
が
国
に
お
け
る
代
理
権
の
無
因
性
ま
た
は
抽
象
性
」
法
時
七
九
巻
九
号
七
一
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）〕。
（
　
）　RG
Z
9,
S.148f
  
    
  
   .
３９
（
　
）　
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
は
合
名
会
社
や
株
式
会
社
な
ど
に
つ
い
て
包
括
的
に
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
先
立
つ
一
八
六
一
年
に
施
４０行
さ
れ
た
。
同
法
は
、
支
配
人
の
代
理
権
（
支
配
権
）
や
株
式
会
社
取
締
役
の
代
表
権
な
ど
の
範
囲
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
た
制
限
は
、
た
と
え
第
三
者
が
そ
の
制
限
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
っ
て
も
第
三
者
に
対
す
る
関
係
で
は
法
的
に
効
力
を
有
さ
な
い
と
定
め
る
（
支
配
人
の
代
理
権
に
つ
き
、
四
三
条
。
ま
た
、
株
式
会
社
取
締
役
の
代
表
権
限
に
つ
き
、
二
三
一
条
二
項
）。
こ
れ
ら
の
代
理
権
は
一
般
に
、（
商
法
上
の
）
不
可
制
限
的
代
理
権
（unbeschränkbare
V
ertretungsm
acht
                 
   
  
    
    
）
と
総
称
さ
れ
、
今
日
の
ド
イ
ツ
商
法
に
お
い
て
も
同
趣
旨
の
規
定
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
（
支
配
人
の
代
理
権
に
つ
き
、
現
行
ド
イ
ツ
商
法
典
五
〇
条
一
項
。
株
式
会
社
取
締
役
の
代
表
権
限
に
つ
き
、
株
式
会
社
法
八
二
条
一
項
）。
本
人
と
代
理
人
と
の
間
の
内
部
関
係
は
代
理
権
の
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
と
す
る
無
因
性
原
則
が
こ
こ
で
は
鮮
明
に
現
れ
て
い
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
普
通
商
法
典
の
立
法
過
程
に
つ
い
て
、U
lrich
Jüngst,
D
er
M
issbrauch
organs
 
 
 
          
    
 
              chaftlicher
V
ertretungsm
acht
(1981),
           
   
  
    
    
       
S.48ff
  
  .  
（
　
）　RG
Z
58,
S.356f
  
     
  
   .
４１
代理権濫用における本人保護の法的構造（一）
（阪大法学）６１（２ - 223）509〔２０１１．７〕
（
　
）　（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
九
条
第
一
文
）
損
害
賠
償
義
務
を
負
う
者
は
、
そ
の
賠
償
義
務
を
生
じ
さ
せ
た
事
情
が
発
生
し
て
い
な
け
れ
ば
存
在
し
た
は
４２ず
の
状
態
を
回
復
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
　
）　（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
二
六
条
）
良
俗
に
反
す
る
方
法
で
故
意
に
他
人
に
損
害
を
与
え
た
者
は
、
そ
の
他
人
に
対
し
て
損
害
賠
償
の
義
務
を
負
う
。
４３
（
　
）　
こ
の
点
を
指
摘
す
る
ド
イ
ツ
の
見
解
と
し
て
、Jüngst,
a.a.O
.
(Fn.40),
S.61
 
        
 
 
    
   
  
 .  
４４
（
　
）　RG
Z
71,
S.219ff
  
     
  
   .  
４５
（
　
）　RG
Z
134,
S.67ff
  
      
  
  .  
４６
（
　
）　
清
算
取
引
と
は
、
物
品
ま
た
は
有
価
証
券
の
供
給
を
目
的
と
す
る
契
約
で
あ
っ
て
、
弁
済
期
に
現
物
を
引
き
渡
さ
ず
に
、
合
意
し
た
価
格
４７と
取
引
所
価
格
ま
た
は
市
場
価
格
と
の
差
額
を
損
を
し
た
当
事
者
か
ら
得
を
し
た
当
事
者
へ
支
払
う
意
図
を
も
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
の
こ
と
を
い
う
。
こ
の
よ
う
な
契
約
は
原
則
と
し
て
博
戯
と
み
な
さ
れ
、
自
然
債
務
し
か
生
じ
さ
せ
な
い
（
山
田
晟
「
ド
イ
ツ
法
律
用
語
辞
典
改
訂
増
補
版
」（
一
九
九
三
年
）
一
五
六
頁
の
解
説
に
よ
る
）。
（
　
）　（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
四
二
条
）
債
務
者
は
、
取
引
慣
行
へ
の
配
慮
の
下
、
信
義
則
が
要
求
す
る
形
に
そ
っ
て
給
付
を
な
す
義
務
を
負
う
。　
４８
（
　
）　RG
Z
145,
S.311ff
  
      
  
   .  
４９
（
　
）　
こ
の
点
を
指
摘
す
る
ド
イ
ツ
の
見
解
と
し
て
、W
olfgang
Siebert,
A
nm
erkung
zum
RG
5
 
         
      
  
          
   
  .N
ov.1934,
JW
1935,
S.1014
 
   
    
  
      
  
   .  
５０
（
　
）　JW
1936,
S.643
  
      
  
  f  
５１
論　　　説
（阪大法学）６１（２ - 224）510〔２０１１．７〕
